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目 的

県内の養殖魚の魚病発生状況を把握するとともに, そ

の対策指導を行い魚病被害の軽減をはかる｡

方 法

平成��年４月～平成��年３月に水産研究部, 同尾鷲水

産研究室および同鈴鹿水産研究室に診断依頼のあった病

魚について魚病診断を行った｡

結果および考察

総診断件数は���件であり, 内訳は海産魚類が���件,

貝類が４件, 淡水魚類が５件であった｡ 魚種, 魚病別の

診断結果を表１～５に示した｡ マダイではイリドウイル

ス病とエドワジエラ症の診断件数が例年よりやや少なかっ

た｡ ビバギナ症は例年より診断件数は多かったものの,

早期診断, 早期治療が定着し, 死亡率は低かった｡ また

マダイ０歳魚とスズキ (タイリクスズキ) １歳魚で心臓

ヘネガヤ症が確認された｡ マハタとクエでは秋季にウイ

ルス性神経壊死症が多発した｡ シマアジ０歳魚では腎臓

の粘液胞子虫寄生症例が１例確認され, 成長不良との関

連が疑われた｡ 淡水魚ではアマゴの冷水病が県内で初め

て確認された｡

感受性ディスク法による各病原菌の薬剤感受性試験の

結果を表６に示した｡ ブリのレンサ球菌症原因菌では約

半数の株がエリスロマイシン耐性であった｡
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表１ マダイの診断結果

表２ ブリの診断結果
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表３ ヒラメの診断結果

表４ トラフグの診断結果
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表６ 各病原菌の薬剤感受性表５ その他の魚種の診断結果


